
 

 

 

議案第２３号関連資料 

包括外部監査契約について 

 

１ 包括外部監査について 

  「包括外部監査」は、市の財務や経営に係る事務の執行について、外部の専門的知識

を有する者（外部監査人）が主体となって、特定のテーマを決めて監査を行うものです。 

地方自治法（以下「法」という。）の規定により、中核市は毎年度、議会の議決を経

たうえで外部監査人と契約を結び、監査を実施する必要があります。 

 

２ 契約の相手方等について 

外部監査契約を締結できる者として、法において弁護士・公認会計士等の有資格者と

定められています（法第252条の28）。また、３回まで（３年間）は同一人物と契約す

ることが可能となっています（法第252条の36）。 

2021年度（令和３年度）から、公認会計士である福井剛氏との契約により監査を行っ

ており、３年目となる来年度についても、次の表のとおり、引き続き福井剛氏と契約し

ようとするものです。 

相
手
方 

氏  名 福 井 剛（フクイ ツヨシ）  ５７歳 

住  所 神戸市 

資  格 公認会計士（ＲＳＭ清和監査法人所属） 

契約の始期 ２０２３年（令和５年）４月１日 

契約の金額 １，２００万円を上限とする ※今年度と同額 

※包括外部監査のテーマ：2022年度 「下水道事業に関する財務事務の執行について」 

            2021年度 「公有財産等の財産管理に係る事務執行について」 

 

３ 監査委員意見について 

議案提出にあたり、法に基づき、監査委員への意見聴取を行った結果、上記の者との

契約について、異議なしとの意見をいただいています。 

 

４ 今後の予定について 

  2023年(令和５年) ４月  包括外部監査契約の締結 

           ５月  令和５年度の監査テーマを選定 

           ７月～ 監査を実施 

  2024年(令和６年) ２月  市議会に監査結果報告書を提出 

総 務 常 任 委 員 会 資 料 

2023 年(令和５年)３月７日 

総務局総務管理室総務課 

 


